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園調達載組|省エネルギーのための と実務

省工 -新工法

一般社団法人日本側側工業協訂石両副桑原明男(事務局) 二J

これまでの連載では，熱絶縁の基礎及び断熱材の施工，すなわち保温・保冷工事の実務

とその省エネ効果について述べてきた。本号から. B本保温保冷主業協会の会員会社が

開発・提供している省エネに有効な新製品，新工法を 3固にわたって紹介する。

1.着脱式立体成形断熱カバー

製品名，ヒートキャップ

会社名，鰍ミヤデラ断熱

( 1 )製品概要

蒸気配管のパルプ等，後雑な形状にもフィットする

ようにあらかじめ立体成形された保温材で，容易に着

脱が可能な保i昆カバーである(写真ー1参照)。

任構成材料

ヒートキャップは，外装材，内装材，保温材，縫糸，

固定具で構成されている。(写真そ参照)

外装材はアルミガラスクロス，シリコンコートガラ

写真一1 ヒートキャップ

写真吃 ヒートキャッブ分解時
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スクロス，フッ素樹脂コートガラスクロス，フッ素樹

脂シートなどがあり，使用温度領域や使用環境により

最適なものを選定する。

内装材はガラスクロスを使用し，縫糸にはガラス繊

維またはシリカ繊維を使用する。

固定具は耐熱性のあるマジックテープを使用してい

る。

②用途

ヒートキャッブは，プラントの生F主設備及び建築物

の空調・衛生設備の配管，ハルブ頒，機~~類など幅広

い用途に使用される(写真ー3，4， 5参照)c 

( 2 )主な効果

ヒートキャップは，空調設備・衛生設備・生産設備

の配管・バルブ頒・機器類などの断熱すべき物体形状

や使用環境に合わせ製作するが，加工不能なものは対

象としない。

主な効果としては以 Fが挙げられる。

①省エネ効果

放熱を抑制することで熱ロスを低減させ，熱j原機器

(ボイラなど)の熱効率が上がり，使用燃料の削減に

つながる。

②節電効果

熱i原機器が室内にあり，室内を空調している場合で

は，熱i原機器の放熱が低減されると室内温度のと昇が

事Ilえられ，空調(冷房)負荷の低減に繋がる。

③環境改善・安全対策

100'Cの放然体がある室内では，換気状況により異

なるが室内温度が40'C前後になることも少なくない。

高混ドでの作業は作業者にとって過酷な環境であるた

め，熱中症などの労働災害の要肉となり，半期改善が
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写真ー3 ボイラへの施工例

写真4 熱交換器への施工例

写真 5 屋外設置機器への施工例

求められる。

また，接触持の火傷防止ーにも有効である。

④短期間の設置

発注から納品まで約lカ片程度と短期間である。提

出される計両案の必要条件に従い，熱損失改善計算を

行う。仕様選定や検討，概算見積を作成する。概算見

積等の;本認を得て，直ちに製作に入る。特徴は，現地

調査，寸法取り，取付け時の設備等の停止が短時間で

可能となることである。

⑤メンテナンスが容易
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圏第9田署盟省エネjレギーのための保温・保J令の基礎と実務

写真4 従来の保温施工撤去状況

ビルや工場などの配管設備は定期点検を必要とする

筒所であり，従来の繊維系保i鼠仕様ではメンテナンス

同の保泊材撤去，復旧工事を必要としてきた。 撤去と

復旧工事には専門技術や時間・費用が掛かる。ヒート

キャップは，誰にでも符易に着脱できる楠造になって

いるため，メンテナンスも容易に鋭時間で可能となる。

⑥ゼロエミッションへの貢献

従来の保i鼠施工では，メンテナンス時の廃材撤去が

必要となる。その}発材は産業廃棄物となっていた(写

真4参照)。ヒートキャップを使用すれば，産業廃棄

物ゼロに貢献できる。

( 3 )省エネ効果の試算

ヒートキャップを装着することにより，放熱が防止

でき使用燃料の削減につながることは前述したが，共

体的な事例での効巣を試算する。

(事例 1) (生産工場A)

配管内温度180'C，J剖凶温度35'C，設備稼働時間

8，760時間/年，熱量単価 6円/kWo施工数量(玉型弁)

は， 100A: 1個， 80A: 1悩， 65A: 2個， 50A・4伺，

青18倒の弁にヒートキャップを装着するケース。

試算結果は，裸時放散熱量35，564kW/年，カバー装

着時5，588kW/年，年間省エネ効果はZ9，976kW/年(金

額換算約18万PJ)となる。

(事例 2) (生産工場B)

配管内温度150'C，胤囲I鼠度30'C，設備稼働時間

4ぷ)0時間/年，熱量単価7.5円/kW。施工数量(玉m弁)

は， 200A: 3個， 150A: 28個， 125A: 15悩， 1ωA: 
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42価， 80A・17伺， 65A: 87個， 50A・23個， 百十2151出

の弁にヒートキャップを装着するケース。

試算結果は，裸時放散熱量586，839kW/年，カバー

装着時63，497kW/年，年間省エネ効果は523，343kW/年

(金額換算約390万円)となる。

上記事例からわかるように，大きなエネルギー削減

効果が得られ，ヒートキャップの製作・装着・施工費

用の投資に対しでも 2年程度で充分間収が期待できる。

2 .間食機能付保温材

製品名，ケイカルエースWIN(国内特許 第4201733号)

会社名;明星工業(株)

( 1 )製品概要

長年稼動しているプラントにおける保温材下の炭素

鋼配管及び機器にでは，様々な要閃で配管・機器の外

面腐食(以下CUI:仁JYrosionUnder Insulation)が進

行している(写真ー7参照)。

CUIが進行すると，プラントの停止や火災事故につ

ながる恐れがある。 CUIの要因としては，外装材不良

部を通しての雨水の浸入および海岸沿いに立地してい

るプラントでの塩化物イオンの浸入や間欠述転などで

'tじる結露水などが挙げられ，保視された炭素鋼配管・

機器においては運転漏度が60~80'Cの比較的低い温度

でCUIが発生している。 CUI対策として，配管・機器

への塗装，援水性保温材の使用，外装材の継円へのシ

ーリング材施工などがあるが，塗l援の劣化，援水機能

の低下やシーリング材目地切れを引き起こし，これら

は長期的な腐食抑制対策にはならず，新材料や工法が

望まれていた。

このような背景から，保温材自体に防食機能を持た

せたケイカルエースWINが開発された。

( 2 )構成材料

軽畳・高強度・低熱伝導率を有するけい酸カルシウ

ム保j鼠材(JISA9510 1号ー15) において配管 機器と

接触する内面側に耐熱性のある無機系l坊錆顔料を国定

化したものである(写真4参照)。
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写真一7 CUI事例

写真山8 ケイカJレエースWIN

( 3 )効果とメリット

2種類の防錆顔料(亜リン陵カルシウムと弾硝酸理

ハイドロカルマイト)が，炭素銅の腐食肉子である雨

水，酸素，塩分を逆に有効利用して炭素鋼表面に不動

態被膜を形成させて， CUIを抑制する効呆が期待でき

る(図寸参niu。
各種防錆itJI料による防食作用は以下の反応による。

車リン酸カルシウムが保j員材を通して浸入してくる水

や結露水が接触するとイオン化し，炭素鋼腐食部のア

ノード反応の制止すなわち炭素鋼の溶解を抑制する作

用がある。

また，飛来してくる;慌化物イオンが没入して配管・

機器側に濃縮が起こる場合，亜締!駿現ハイドロカルマ

イトにおいては，陰イオン交換反応が進わし， J恒化

物イオンが亜硝酸型ハイドロカルマイト内に出定化・

無害化すると同時に不動態化斉1)である亜硝酸イオン

(N0
2 
-)が放出され，炭素鋼表面に級密かつ薄膜な不

動態被膜 (30~200A ， Y -Fe20) を形成して炭素鋼

の腐食を抑制する。
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図ー1 期待される防鎧効果

( 4 )性能確認

①実証試験概要

稼働配管(3 B) を用いてケイカルエースWINの

炭素鋼の腐食抑制効果を確認した。1.5時間ごとに温

水(表而i昆度90~950C) が通流する稼働配管に長さ

61Omm，厚みが30mmの従来品の“けい酸カルシウム

保I昆材・ケイカルエース“を t部に取付け，下部には

ケイカルエースWINを取付けた。保温材の取合い部

と保温材上下の端部にはシリコンシーリング材でシー

ルした(写真一9)。

外装材がない状態で，過に 2凶回当たり200ml

の 3wt%の食塩水を保温材外表I闘に霧吹きを行い，

1年間の犀外暴露試験を実施した。

②突出試験結呆

1年間の屋外暴露試験の解体結巣を写真一10に示す。

従来品のケイカルエースには，錆こぶや長手方向の目

地部直下における炭素鍋の腐食が全体的に発生してい

た。方，開発品のケイカルエ」スWINにおいては，

k部，下部にわずかな錆が発生している状況であった。

このような結果から，ケイカルエースWINは，防錆

力が備わったCUI対策の保温材であることが確認でき

た。

( 5 )まとめ

最後に炭素鋼の配管機器の腐食対策にはさまざま
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圏第 9回霊童省エネルギ のための保温・保冷の基礎と実務

く試験条件>

保混材3BX30mm

外装材なし

3%NaCl噴霧

写真4 屋外暴露試験状況

従来品 ケイカルエースWIN

写真 10 屋外暴露試験結果(1年後)

な方法があるが，防錆機能付保温材・ケイカルエース

WINは，水分，酸素， J草分などの腐食凶子を有効利

用して炭素鋼配管・機器を防食するシステムであり，

プラント設備の延命対策(維持管理)のひとつとして

貢献できるものと考えている。

おわりに

今回の掲載|付符は，会員各社からの原稿・カタログ

その他を参照して，日本14~11J保冷工業協会・事務局が

作成したものである。

次号以降も保温・保冷工事に関連する新製品・新工

法を紹介していくので，建築設備・プラント設備にか

かわる多くの方々の参考となれば幸甚である。
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